
 

 

 

第 5回中部MISt研究会 
プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会  期：2016（平成 28）年 3 月 26 日（土）10:00～13：15 

 （受付：9:30～開始） 

会  場：名鉄犬山ホテル 聚楽の間 

  〒484-0082 愛知県犬山市犬山北古券 107-1 

       参加費：医師/2,000 円、コメディカル/1,000 円 

主  催：中部 MISt 研究会 
 

               

 
 

 

日整会単位取得予定の先生は、日整会会員 ICカードをお持ちください 



- 1 - 

 

 

 

 

● 受付にてお名前、ご所属先を芳名帳にご記入のうえ、参加費（医師 円、コメディカル 円）

をお支払いください。

 日整会単位受講証明書をご希望の方は、 円をお支払いください。

 日本 研究会の入会も受け付けております。入会ご希望の方は、所定の入会申込書に必要事項をご記入の

うえ、受付にご提出ください。後日事務局より登録完了のメールを送信いたします。

申込書ご提出から 週間経過しても登録完了メールが届かない場合には、事務局

（℡：  ： ）までご連絡ください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

プログラム 

参加者のみなさまへ 

発表規定 

 今回の発表は PCによるプレゼンテーションのみといたします。その他スライド、ビデオ等は使用できません。 

スクリーンは１面です。 

 ご発表予定の方につきましては、事前のプレゼンデータ確認を推奨しております。9：45頃までに会場へ 

お越しいただき、確認用 PCにてデータ確認をお願いいたします。 

 発表用 PCは Office2010 をご用意いたします。 

 メディアにて発表データをご準備いただく場合、メディアを介したウイルス感染の事例がありますので、 

ウイルス駆除ソフトにてチェックしたものをご準備くださいますようお願いいたします。 

 発表データに動画・音声ファイルがある場合、また Macintosh をご使用の場合には、ご自身の PCを 

ご使用ください。Macintosh 等、プロジェクタとの接続にディスプレイアダプタを必要とする PC をご使用の

場合は、必ずディスプレイアダプタをお持ちください。 

 演題発表時間はランチョンセミナー50分+質疑応答 10 分、ミニレクチャー15分+質疑応答 5分、 

ドクターセッション 5 分+質疑応答 3分です。 

 セミナーの円滑な進行の為、ご発表は時間厳守にてお願いいたします。 

 1 名に優秀演題賞を授与いたします。 
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A-1. 胸腰椎骨折に対する MISt の透視時間に関する検討-四肢骨折手術との比較- 

             福井県立病院 整形外科 上田 康博他 

A-2. 椎体圧潰後の遅発性神経麻痺に対する MISt 応用各種脊椎骨切り術の経験 

          高岡市民病院 整形外科・脊椎外科 中野 正人他 

A-3. 環軸椎固定術後に小脳出血を起こした一例 

愛知医科大学 脳神経外科学講座  竹内 幹伸他 

A-4.  ドリル使用時に移植骨をより多く得る工夫 

医療法人 全医会 伊藤整形・内科 あいち腰痛オペクリニック 柴山 元英他 

 

 

 

M-1. 頸椎 MISt  - 中下位から上位頸椎まで - 

高知医療センター 整形外科  時岡 孝光 

 

 

 

 

 

 

 

 

B-1. XLIF 術後の筋力低下-CYBEX と HHD を用いた定量的評価- 

みどりヶ丘病院 脊椎脊髄外科センター 成田 渉他 

B-2. 側方固定術のおける大腰筋の anterior splitting method 

三重大学医学部付属病院 整形外科 明田 浩司他 

 

 

 

B-3.  D-O-LIF：腰椎側方固定術を最小侵襲で施工するための新たなアプローチ 

10:00       開会のご挨拶                         高津 哲郎  

10:05～10:45   一般演題 A                    座長  伏見 一成 

11:10～11:55  一般演題 B                  座長  水野 勝則 

10:45～11:05   ミニレクチャー                  座長  金村 徳相 

11:05～11:10   休憩               

プログラム 
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     JA 愛知厚生連江南厚生病院 整形外科 脊椎脊髄センター  世木 直喜他 

B-4.  XLIF 後の側臥位スクリュー固定の工夫 - 側臥位 CBT - 

名古屋市立大学 整形外科 大塚 聖視他 

B-5.  XLIF におけるケージ沈下：術中終板損傷例と術後沈下例の比較 

                              JA 愛知厚生連江南厚生病院 整形外科 脊椎脊髄センター 佐竹 宏太郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L-1.  病態に応じた MISt による脊椎疾患の治療戦略 

青森県立中央病院 整形外科  富田 卓 

 

※日整会教育研修単位 資格継続単位 04 代謝性疾患（骨粗鬆症含む）/07 脊椎脊髄疾患/SS   

 

 

 

 

 

 

※ 閉会のご挨拶の後、参加者写真撮影を行います 

 

 

  

12:00～13:00  ランチョンセミナー                             座長  高津 哲郎 

13:00       優秀演題賞発表                               高津 哲郎 

13:05      総括・閉会のご挨拶                    佐藤 公治 

11:55～12:00   休憩               



- 5 - 

 

 

 

 

 

抄 録 集 

Abstracts 
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座長：江南厚生病院整形外科 金村 徳相先生 

 

頚椎の MISt  ‐中下位から上位頚椎まで‐ 

講師：高知医療センター整形外科 主任科長兼リハ科長 時岡 孝光(ときおか たかみつ) 先生 

 

 

頚椎のMIStは中下位で後外側の小皮切による脱臼の整復と椎弓根スクリュー固定と facet fusionを行い、変

性疾患には foraminotomyを行う。後頭下三角から進入して上位頚椎も固定できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座長：岐阜県立多治見病院整形外科 高津 哲郎先生 

 

病態に応じたMIStによる脊椎疾患の治療戦略 

講師：青森県立中央病院 整形外科部長 富田 卓（とみた たかし）先生 

 

 

脊椎外科医は、様々な病態を有する疾患を対象としている。一方でこれからの高齢化社会を見据えた場合、様々

な病態に適応できるMIStの持つ可能性は大きく、果すべき役割は今後ますます重要となる。 

 

  

Mini Lecture 

Luncheon Seminar 
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A-1 
胸腰椎骨折に対するMIStの透視時間に関する検討  -四肢骨折手術との比較- 

 

上田 康博（うえだ やすひろ）1)、三崎 智範 1)、林 雅之 1)、松本 直幸 1)、中西 宏之 1)、瀬良 愛 1)、 

濱田 知 1) 

1) 福井県立病院 整形外科 

 

胸腰椎骨折に対する MISt(12 例）の平均透視時間は 75 秒/件、11.5 秒/screwであった。MISｔ群は大腿骨近

位部骨折、橈骨遠位端骨折手術に比べ透視時間は短かったが、透視線量率は各々2.8倍、19.6倍と高値であっ

た。 

 

 

A-2 
椎体圧潰後の遅発性神経麻痺に対する MISt応用各種脊椎骨切り術の経験 

 

中野 正人（なかの まさと）1)、野上 重治 1)、八野田 純 1)、藤田 雄介 1)、前田 明夫 1) 

1) 高岡市民病院 整形外科・脊椎外科 

 

椎体圧潰後の神経麻痺症例は通常脊柱後弯を伴っており除圧と同時に骨切り脊柱再建を要する場合がある。高

齢者では出血量や手術時間など手術侵襲に限界があり、各種脊椎骨切り術へのMISt の導入が有効であった。 

 

 

A-3 
環軸椎固定術後に小脳出血を起こした一例 

 

竹内 幹伸（たけうち みきのぶ）1)、青山 正寛 1)、川口 礼雄 1)、高安 正和 1) 

1) 愛知医科大学 脊椎脊髄センター・脳神経外科 

 

81 歳女性、進行する歩行障害と上肢の巧緻運動障害を主訴に当院受診。環軸椎亜脱臼の診断で後方固定術を

行った。術 1.5ヶ月後、飲水後に突然の気分不快と頭痛を発症し右小脳出血を起こした。ロットが後頭骨を貫

き小脳挫傷を起こしていた。本症例について文献的考察を加えて発表する。 

 

一般演題A 
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A-4 
ドリル使用時に移植骨をより多く得る工夫 

 

柴山 元英（しばやま もとひで）1)、伊藤 不二夫 1)、中村 周 1)、山田 実 1)、星 尚人 1)  

1) 伊藤整形・内科 あいち腰痛オペクリニック 

 

MISt手術で、ドリルを用いて骨を切除した場合には、骨が多く採取できずに自家骨が無駄になることが多い。

我々は、吸引した血液から削った骨粉を採取して、移植骨として利用するよう工夫しているので報告する。 
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B-1 
XLIF術後の筋力低下 -CYBEXと HHDを用いた定量的評価 

 

成田 渉（なりた わたる）1)、長谷 斉 1)、甲斐 史敏 1)、小倉 卓 2) 

1) みどりヶ丘病院脊椎脊髄外科センター 

2) 公立南丹病院脊椎脊髄病センター 

 

【方法】対象は XLIF を施行した 26 例，対照として腰椎椎弓形成術を施行した 10 例を検討した．測定時期

は術前，術後 1週，2週，3週，1ヵ月，2ヵ月，3ヵ月とし，大腿四頭筋筋力は CYBEX，腸腰筋筋力はハン

ドヘルドダイナモメーター(HHD) を用いて測定した． 

【結果】XLIF 群で術後腸腰筋筋力は進入側優位の筋力低下を認めたが，3 週目に術前レベルに回復した．両

群とも最終観察時で術前以上に筋力が増加する傾向にあった． 

 

 

B-2 
側方固定術のおける大腰筋の anterior splitting method 

 

明田 浩司（あけだ こうじ）1)、中瀬 一真 1)、山田 淳一 1)、榊原 紀彦 2)、笠井 裕一 2)、湏藤 啓広 1) 

1) 三重大学大学院医学系研究科整形外科学 

2) 三重大学大学院医学系研究科脊椎外科・医用工学 

 

側方固定術は大腰筋間より椎体間固定を行う低侵襲手術であり特有の術中合併症が報告されている。我々は、

2015年 9月より XLIFおよび OLIF に対し椎間板前方 1/3より大腰筋を展開する anterior splitting method

にて LIFを行っているので、その短期成績および術後早期合併症を報告する。 

 

 

 

 

 

 

一般演題B 
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B-3 
D-O-LIF：腰椎側方固定術を最小侵襲で施行するための新たなアプローチ 

 

世木 直喜（せぎ なおき）1)、金村 徳相 1)、佐竹 宏太郎 1)、山口 英敏 1)、大内田 隼 1)         

1) JA愛知厚生連江南厚生病院 整形外科 脊椎脊髄センター 

 

LIFは手術侵襲低減化と間接除圧により強力なMISt効果をもつ一方で，アプローチが神経叢・大血管・尿管

に近く最小侵襲とは言えない面がある。当院では重要臓器損傷リスクを低減できる経路で LIFを施行し

D-O-LIFと呼称している。D-O-LIFの有用性と留意点を考察した。 

 

 

B-4 
XLIF後の側臥位スクリュー固定の工夫 - 側臥位 CBT – 

 

大塚 聖視（おおつか せいじ）1)、福岡 宗良 1)、水谷 潤 2)、鈴木 伸幸 1)、松本 佳久 1)、 

近藤 章 1)、八木 清 3)、大塚 隆信 1) 

1) 名古屋市立大学 整形外科  

2) 名古屋市立大学 リハビリテーション科 

3)  豊橋医療センター 整形外科 

 

腰椎変性すべり症および腰部脊柱管狭窄症に対して行った除圧操作を伴わない XLIF症例に対して,2014年 

8月より側臥位のまま CBT法を用いて後スクリュー固定を行っているので紹介する. 

 

 

B-5 
XLIFにおけるケージ沈下：術中終板損傷例と術後沈下例の比較 

 

佐竹 宏太郎（さたけ こうたろう）1)、金村 徳相 1)、山口 英敏 1)、世木 直喜 1)、大内田 準 1)、 

1) JA愛知厚生連江南厚生病院 整形外科 脊椎脊髄センター 

 

当院で XLIFを施行し術後 1年経過した症例の中から,ケージ沈下例を術中終板損傷によって生じたもの(E 群)

と術後発生したもの(S 群)に分け,術後成績を比較検討した. S 群で骨癒合率が低い傾向がみられた. 
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  ご協賛いただいた企業様 

 MSD株式会社 

 有限会社シーメディックス 

 シーメンスヘルスケア株式会社 

 塩野義製薬株式会社 

 ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 デピューシンセス スパイン事業部 

 第一三共株式会社 

 大正富山医薬品株式会社 

 武田薬品工業株式会社 

 冨木医療器株式会社 

 日本イーライリリー株式会社 

 株式会社日本エム・ディ・エム 

 日本ストライカー株式会社 

 ニューベイシブジャパン株式会社 

 HOYA Technosurgical 株式会社 

 ミズホ株式会社 

 メダクタジャパン株式会社 

 株式会社ロバート・リード商会 

 

 

 （五十音順） 

 

 

                        ご協力いただき誠にありがとうございました 

 

第 5回中部MISt研究会 プログラム・抄録集 

2016年 3月 25日発行 

発 行：中部MISt研究会事務局 

    〒464-0821 名古屋市千種区末盛通 2-4 

    医療法人蜂友会 はちや整形外科病院内 

    TEL:052-751-8197 FAX:052-751-8169 
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